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大
学
実
現
に
向
け
た
動
き
と
今
後
の
取
り
組
み

法
人
運
営
本
部
大
学
改
革
・
戦
略
担
当
部
長

川

上

悟

こ
れ
ま
で
の
新
大
学
実
現
に
向

け
た
動
き

新
大
学
実
現
に
向
け
た
動
き
は
平
成
24
年

5
月
に
大
阪
に
お
け
る
公
立
大
学
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
を
取
り
ま
と
め
る
た
め
大
阪
府
・
大

阪
市
共
同
で
外
部
有
識
者
に
よ
り
構
成
さ
れ

る
新
大
学
構
想
会
議
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に

始
ま
り
ま
す
。

平
成
25
年
1
月
に
は
新
大
学
構
想
会
議
の

提
言
が
出
さ
れ
、
こ
の
提
言
を
元
に
平
成
25

年
9
月
に
府
・
市
か
ら
新
大
学
ビ
ジ
ョ
ン
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
大
学
は
都
市
の
重
要
な
知
的
イ

ン
フ
ラ
拠
点
で
あ
り
、
府
立
大
学
、
市
立
大

学
が
大
阪
の
成
長
に
と
っ
て
果
た
す
役
割
は

大
き
く
、
そ
の
存
在
意
義
を
さ
ら
に
高
め
て

い
く
こ
と
は
、
府
・
市
共
通
の
課
題
で
あ
る

こ
と
、
両
大
学
は
、
大
学
淘
汰
、
大
学
評
価

時
代
の
中
、
こ
れ
か
ら
の
世
界
的
な
大
学
間

競
争
を
勝
ち
抜
く
た
め
に
十
分
な
規
模
・
ブ

ラ
ン
ド
力
等
を
備
え
て
い
る
と
は
言
い
難
い

こ
と
、
両
大
学
が
統
合
す
れ
ば
、
研
究
・
教

育
分
野
の
多
様
性
や
学
生
規
模
は
国
立
の
基

幹
大
学
並
み
、
ま
た
公
立
大
学
と
し
て
全
国

一
で
あ
り
、
世
界
の
有
力
大
学
と
比
較
し
て

も
十
分
戦
え
る
規
模
で
あ
る
こ
と
の
認
識
が

示
さ
れ
る
と
と
も
に
平
成
28
年
度
の
新
大
学

ス
タ
ー
ト
を
め
ざ
す
こ
と
も
明
示
さ
れ
ま
し

た
。平

成
25
年
10
月
に
は
「
新
大
学
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
よ
り
具
体
化
し
た
も
の
と
し
て
府
・

市
、
両
大
学
で
「
新
大
学
案
」
を
取
り
ま
と

め
ま
し
た
。

そ
の
後
11
月
に
大
阪
市
会
で
府
立
大
学
と

の
統
合
関
連
議
案
（
中
期
目
標
変
更
等
）
が

否
決
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
府
で
は
議
案
の
提

出
を
見
送
り
ま
し
た
。

平
成
26
年
4
月
に
は
府
、
市
が
大
学
設
置

認
可
申
請
手
続
き
の
変
更
、
府
議
会
・
市
会

の
議
案
審
議
日
程
や
受
験
生
へ
の
影
響
な
ど

を
考
慮
す
る
と
当
初
予
定
し
て
い
た
平
成
27

年
法
人
統
合
、
平
成
28
年
度
新
大
学
ス
タ
ー

ト
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
進
め
る
の
は
困

難
と
の
判
断
か
ら
統
合
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
延

期
す
る
こ
と
と
し
今
後
は
こ
の
間
の
大
学
統

合
に
関
す
る
議
論
の
状
況
を
踏
ま
え
両
大
学

で
主
体
的
に
大
阪
に
お
け
る
公
立
大
学
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
い
う
方
針
を
出

し
ま
し
た
。

外部有識者による「新大学構想会議」の設置決定（府市統合本部）
・大阪における公立大学の将来ビジョンをとりまとめるため、府市で共同設置

新大学構想会議から府市に「新大学構想〈提言〉」を提出
・両大学の現状と課題、統合後の新大学の姿、運営体制等を提言

新大学構想会議の提言を踏まえ、府市で「新大学ビジョン」を策定
・新大学のあり方とその骨格などを示す
・新大学ビジョン（案）の公表（4月）後、パブリックコメント（5～7月）を経て策定

府市及び両大学で「新大学案（平成25年10月版）」を策定
・文部科学省への設置認可申請に向け、必要な基本事項等を示す

大阪市会で大学統合関連議案（中期目標変更等）否決、府は議案提出を見送り
府市において統合スケジュールの延期等を決定
・当初の統合スケジュール（Ｈ27法人統合・Ｈ28大学統合）は延期
・両大学で主体的に、大阪における公立大学のあり方の検討を行う

両大学が「『新・公立大学』大阪モデル（基本的な考え方）」を公表
両大学が「『新・公立大学』大阪モデル（基本構想）」を公表
・地域から世界を展望する視点を重視した国際通用性のある教育研究を推進し、
「世界に展開する高度研究型大学」を目指す
＊理 念…大阪の発展を牽引する「知の拠点」
＊教 育…大阪を牽引するグローバル人材の育成
＊研 究…先端研究・異分野融合研究に重点的に取り組む
＊地域貢献…大阪の課題に積極的に取り組む

大阪府議会で大学統合関連議案（中期目標変更）可決
大阪市会で大学統合関連議案（中期目標変更）可決

平成24年5月

平成25年1月

9月

10月

11月
平成26年4月

10月
平成27年2月

12月
平成28年1月

資料1．大学統合の取組み経過

（ 11 ） 有恒会報 第207号（平成28年9月）
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こ
れ
を
受
け
て
両
大
学
で
大
阪
に
お
け
る

公
立
大
学
の
あ
り
方
を
検
討
し
平
成
26
年
10

月
に
「
新
公
立
大
学
」
大
阪
モ
デ
ル
（
基
本

的
な
考
え
方
）
を
公
表
し
平
成
27
年
2
月
に

は
そ
の
内
容
を
よ
り
具
体
化
し
た
「
新
公
立

大
学
」
大
阪
モ
デ
ル
（
基
本
構
想
）
を
取
り

ま
と
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
学
統
合
関
連
議
案
（
中
期
目

標
変
更
）
が
大
阪
府
議
会
で
平
成
27
年
12
月

に
、
大
阪
市
会
で
は
平
成
28
年
1
月
に
可
決

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

新
大
学
実
現
に
向
け
た
今
後
の

取
り
組
み

大
阪
府
及
び
大
阪
市
は
平
成
27
年
12
月
に

東
西
二
極
の
一
極
を
担
う
「
副
首
都
・
大

阪
」
の
確
立
に
向
け
副
首
都
推
進
本
部
を
設

置
し
ま
し
た
が
、
平
成
28
年
4
月
開
催
の
副

首
都
推
進
本
部
会
議
に
お
い
て
議
題
の
1
つ

と
し
て
「
大
学
統
合
に
向
け
た
検
討
体
制
や

進
め
方
に
つ
い
て
」
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

副
首
都
推
進
本
部
会
議
で
は
新
大
学
設
置

の
目
的
は
大
阪
の
発
展
を
牽
引
す
る
魅
力
あ

る
大
学
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
り
運
営
費
交
付

金
削
減
・
効
率
化
の
た
め
で
は
な
い
こ
と
、

法
人
の
設
立
形
態
・
統
合
方
式
は
府
市
共
同

で
設
立
団
体
と
な
る
新
設
合
併
、
統
合
プ
ロ

セ
ス
は
法
人
統
合
後
、
大
学
統
合
（
両
大
学

統
合
に
よ
る
新
大
学
設
置
）
の
方
向
を
軸
に

今
後
検
討
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

今
後
、
資
料
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
平
成
31

年
度
法
人
統
合
、
平
成
34
年
大
学
統
合
（
新

大
学
設
置
）
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
念
頭

に
置
い
て
府
・
市
、
両
大
学
で
検
討
を
進
め

て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
学
と
し
ま
し
て
は
新
大
学
の
実
現
ま
で

の
間
、
荒
川
新
理
事
長
・
学
長
の
下
、
市
立

大
学
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る
た
め
の
取
り

組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
新
大
学
の
実
現
を

待
た
ず
し
て
府
立
大
学
と
連
携
・
共
同
で
実

施
で
き
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て

進
め
て
行
く
予
定
で
す
。
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